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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爪先部より少なくとも土踏まず部と踵部との境界の辺りまでの範囲の甲被部に射出成形
で爪先側靴底を形成一体化してなる未完成靴体に、踵部より踏み付け部と土踏まず部との
境界の辺りまでの範囲を被覆する大きさに別途作製した踵部側靴底を接着一体化してある
靴であって、踵部側靴底の曲げ弾性率は爪先側靴底のそれに比較して高く、踵側靴底の比
重は爪先側靴底のそれに比較して小さいものであることを特徴とする屈曲の良い靴。
【請求項２】
　足長方向垂直断面において、爪先側靴底は、踏み付け部と土踏まず部との境界の辺りよ
り踵側に向けて徐々に厚さを薄くしてあり、踵側靴底は、踏み付け部側を薄くした楔形に
形成してあり、両者の位置関係は踵側靴底の踏み付け部側の縁部を爪先側靴底が薄くなり
始める位置辺りにしてある請求項１記載の屈曲の良い靴。
【請求項３】
　踵側靴底の踏み付け部側の縁部の外表面を地面から浮かしてある請求項１記載の屈曲の
良い靴。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、甲被の爪先側部分には射出成形による靴底が形成一体化してあり、甲被の踵
側部分には別途作製の靴底が接着一体化してある靴に関する。



(2) JP 4416552 B2 2010.2.17

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　靴には、足の踏み付け部分の接地状態に応じて靴底が柔軟に屈曲する性能がしばしば要
求されている。このような靴底の屈曲性を発現させる手段として、靴底に幅方向の溝を形
成することが知られている。しかし、溝のみで屈曲性を発現させると溝部分の疲労が早く
靴底の耐久性面で問題がある。また、屈曲性を高めるために靴底を柔軟な材料で成形する
ことが考えられるが、その場合は踵側において横方向の荷重を受け止め切れない問題があ
る。
【０００３】
　また、靴には、軽量であることがしばしば要求されている。しかし、靴底を発泡構造と
すると荷重を受け止めるために材料の硬さを高める必要があり、硬さを高めると屈曲性を
発現させることが難しい。なお、軽量化を達成する手段として、射出成形により靴底の周
縁部分を成形し、この靴底部で囲まれてなる凹部に軽量の異素材を嵌め込むことが知られ
ている。
【特許文献１】特開昭６３―７７４０３号公報
【特許文献２】特開２０００－７９００１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、軽量で、爪先側部分の屈曲性と踵側部分の足のホールド性とを高めた靴底を
備える屈曲の良い靴を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、屈曲性と屈曲部の耐久性とを確保する手段として、軟質塩化ビニル樹脂等の
靴底材料を射出して甲被部に柔軟な靴底を形成一体化することが最適と考え、この際の靴
底材料の重量の低減と踵部分の足のホールド性とを如何に発現させるかを検討してなされ
たものである。すなわち本発明の屈曲の良い靴は、爪先部より少なくとも土踏まず部と踵
部との境界の辺りまでの範囲の甲被部に射出成形で爪先側靴底を形成一体化してなる未完
成靴体に、踵部より踏み付け部と土踏まず部との境界の辺りまでの範囲を被覆する大きさ
に別途作製した踵部側靴底を接着一体化してある靴であって、踵部側靴底の曲げ弾性率は
爪先側靴底のそれに比較して高く、踵側靴底の比重は爪先側靴底のそれに比較して小さい
ものである。
【０００６】
　また、屈曲性の良い靴は、足長方向垂直断面において、爪先側靴底は、踏み付け部と土
踏まず部との境界の辺りより踵側に向けて徐々に厚さを薄くしてあり、踵側靴底は、踏み
付け部側を薄くした楔形に形成してあり、両者の位置関係は踵側靴底の踏み付け部側の縁
部を爪先側靴底が薄くなり始める位置辺りにしてあることが好ましい。さらに、踵側靴底
の踏み付け部側の縁部の外表面を地面から浮かしてあることが好ましい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の屈曲の良い靴は、爪先側靴底を射出成形によって成形したものであるから、甲
被部の細かな凹部にも靴底材料が入り込んでいるために強度アップして、踏み付け部及び
その近傍の屈曲による靴底及び甲被部のダメージを軽減するものである。また、爪先側靴
底を射出成形でなく、別途作製の靴底を接着剤を介して接着する場合と比較して本発明の
靴は、中底に剛性の有る材料が不要なこと、及び接着剤層が形成されないことで屈曲性が
良好である。そして、踵側靴底の曲げ弾性率を爪先側靴底のそれに比較して高くしてある
ので、屈曲性があるとともに足のホールド性を高めている。
【０００８】
　また、爪先側靴底を踵側に向けて徐々に厚さを薄くし、踵側靴底を踏み付け部側が薄い
楔形に形成し、両者の位置関係を踵側靴底の踏み付け部側の縁部の位置が爪先側靴底が薄
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くなり始める位置とすれば、靴底のクッション性が急激に変化するような場所がなく、す
なわち、履き心地に悪影響をもたらすことがない。
【０００９】
　さらに、踵側靴底の踏み付け部側の縁部の外表面を地面から浮くようにすれば、前記縁
部が地面に接触して縁部を起点として剥がれるという現象を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の屈曲の良い靴を実施形態に基づいて具体的に説明する。甲被部３は、通常の射
出成形により靴底を形成する場合と同様なものが使用できる。実施形態の靴では、図１の
ように甲被部は甲被４と中底布５とを縫着することによって作製してある。
【００１１】
　爪先側靴底６は、射出成形により靴底を形成する従来の方法と同様に、ラスト、サイド
、ボトム等の各モールド（不図示）を用いて形成する。具体的にはラストに甲被部３を被
せて、サイド、ボトムによって爪先側靴底を形成する空間を形成し、この空間に靴底材料
を射出することで甲被部３に爪先側靴底６を形成一体化する。なお、甲被部に爪先側靴底
を形成一体化する際に、両者の間にホットメルトフィルム等の接着補強材を用いても良い
。甲被部３に爪先側靴底６を形成一体化したものを本発明では未完成靴体２と言う。
【００１２】
　図２に示すように爪先側靴底６は接地面側を凹凸に形成してある。本発明では凹部をベ
ース８と言い凸部を意匠凸部９と言う。実施形態の靴では、爪先側靴底の爪先部及び踏み
付け部には意匠凸部９を形成してあるが、土踏まず部の中央の辺りより踵側には意匠凸部
を形成していない。なお、本発明において爪先部、踏み付け部、土踏まず部及び踵部は以
下のように定義している。すなわち、図４に示すように足長方向の甲被の爪先側内面と踵
側内面との間の長さ（足長サイズ）を１００％としたとき、爪先部ｗは１０％、踏み付け
部ｘは３５％、土踏まず部ｙは２６％、踵部ｚは２９％の長さを占める部分である。また
、本発明で「辺り」とは、その特定した位置より前後１５％以内の範囲であり、前後１０
％以内の範囲であることが好ましい。
【００１３】
　また、爪先側靴底６は、踵部の端部まで延ばして形成しておいても大きな問題はないが
、軽量化を考慮すれば土踏まず部と踵部との境界の辺りまでとしておくことが好ましい。
実施形態の靴では、図２に示すように爪先側靴底は、踵骨により荷重の多くが伝達される
部分２０の周囲の辺りまで形成してあり、その周囲に沿うようにその縁部２２を弧状に形
成してある。また、爪先側靴底は、踏み付け部と土踏まず部の境界より踵側に向けてベー
スの厚さを徐々に薄くしてある。実施形態の靴は、以上のような構成を採用することで、
重量軽減の困難な爪先側靴底の占める割合を低減でき、しかも爪先側靴底の踵側の縁部２
２に起因する足当たりの発生も防止している。なお、ベースの厚さや意匠凸部厚さは靴サ
イズ（足長サイズ）によって一概には言えないが、おおよそベースは３～８ｍｍ程度で、
意匠凸部はベースより２～５ｍｍ程度厚くしてある。実施形態の靴では、踏み付け部の位
置に靴の幅方向に連続した意匠凸部の不存在部分（屈曲溝１４）を形成している。
【００１４】
　爪先側靴底の材料としては、従来より射出成形靴底に使用されているもので、曲げ弾性
率を低くできるものが使用できる。具体的には、軟質塩化ビニル系樹脂、熱可塑性エラス
トマー、ゴム材料等の弾性を有する発泡性又は非発泡性の材料が使用できる。特に、軟質
塩化ビニル系樹脂を使用した材料は、柔軟にするために可塑剤を用いているためにクリー
プ性が高いので靴底の屈曲には都合がよい。また、靴底を軽量にするという観点から発泡
性材料が好ましい。発泡させた靴底は、屈曲性と耐久性の両方を満足させるために発泡倍
率１．３～１．７倍程度とすると良い。例えば軟質塩化ビニル系樹脂の材料の場合は比重
を０．６５～１．０、スチレン－ブタジエン系共重合体の材料の場合は比重を０．６～０
．９５とすると良い。靴底材料に使用する発泡剤はマイクロカプセル型発泡剤、熱分解型
化学発泡剤等の発泡剤が使用できる。爪先側靴底の曲げ弾性率（ＪＩＳ－Ｋ７１７１）は
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、０．１～３Ｍｐａであることが好ましく、踵側靴底のそれに比較して低くしてあり、好
ましくは１／２以下にする。曲げ弾性率が低すぎると耐久性が不足し、高すぎると屈曲性
が不足する傾向にある。なお、本発明における曲げ弾性率の値は、作製した靴底から採取
した試験片で測定した値でなく、試験片採取用の成形型を用いて靴底とほぼ同一物性の１
０ｍｍ厚のシートを作製し、このシートより試験片を裁断して曲げ弾性率を求めたもので
ある。
【００１５】
　図３、図４及び図５に示すように踵側靴底７も接地面側を凹凸に形成してある。本発明
では凹部をベース１０と言い凸部を意匠凸部１１と言う。実施形態の靴では、踵側靴底の
踵部には意匠凸部１１を形成してあるが土踏まず部の中央の辺りより踏み付け部側には意
匠凸部を形成していない。踵側靴底は踏み付け部側に向けてベースの厚さを徐々に薄くし
た所謂楔形に形成してある。また、踵側靴底は未完成靴体２を嵌め込んで接着することが
できるように周縁に土手部１２を立設して嵌め込み凹部１３を形成してある。すなわち、
土手部を形成することで接着強度、靴の意匠性、足のホールド性の向上を図っている。な
お、靴サイズ（足長サイズ）によって一概には言えないが、ベースの最も厚いところは踵
側の縁部でその厚さが１０～２０ｍｍ程度であり、意匠凸部はベースより２～５ｍｍ程度
厚くしてある。
【００１６】
　踵側靴底の材料としては、低比重でもクッション性があり、かつ曲げ弾性率の比較的高
いエチレン－酢酸ビニル共重合体やポリエチレンの発泡体が好ましい。踵側靴底の成形は
、エチレン－酢酸ビニル共重合体及び／又はポリエチレン等の樹脂に、架橋剤、発泡剤、
充填材、その他の添加剤を添加・混練したものを金型等で加熱して発泡したものを切削に
よって形状を賦形したり、あるいは発泡したものを成形型により加熱圧縮後に冷却して形
状を賦形することによって行う。
【００１７】
　樹脂成分としてのエチレン－酢酸ビニル共重合体やポリエチレンはそれぞれ単独で用い
ることもできるがブレンドしても良い。また、他の物性を付与するために、例えばエチレ
ン－ブテン共重合体を第３樹脂成分としてブレンドしても良い。架橋剤はジクルミルパー
オキサイド等が、発泡剤はアゾジカルボンアミド等が、充填材は炭酸カルシウムが、滑剤
はステアリン酸等が利用できる。このようなエチレン－酢酸ビニル共重合体及び／又はポ
リエチレンを主体とした樹脂を用いた踵側靴底は、極めて軽量でありながら曲げ弾性率が
高いものであり、その比重は０．１～０．４とすることが好ましく、曲げ弾性率は２～２
０Ｍｐａとすることが好ましい。曲げ弾性率が低すぎると足のホールド性が不足し、高す
ぎるとクッション性が不足する傾向にある。
【００１８】
　以上説明した未完成靴体と踵側靴底を接着剤を介して接着一体化することで本発明の屈
曲の良い靴が完成する。実施形態の靴では、図４に示すように爪先側靴底６及び踵側靴底
７のそれぞれの意匠凸部８，１１により土踏まず部を支持して、踵側靴底の踏み付け部側
の縁部１３の外表面を地面から浮かしてある。また、図２に示すように踵部における荷重
の多くが伝達される部分２０に爪先側靴底を形成しない場合は、図６に示すように中底布
４の底面が甲被５の端面と面を一致する位置になるように縫製して、接着一体化の際の踵
側靴底と中底布との間に隙間が発生しないようにする。このような縫製形態とするには、
ストローベルミシンを使用すると良い。
【００１９】
　爪先側靴底６と踵側靴底７との容積割合は、靴底部の形状をどのように設計するかによ
って変化するが、軽量化することを主眼において靴底を設計すれば、概ね５．５：４．５
～７：３である。例えば、実施形態の靴は、爪先側靴底が比重０．９、踵側靴底が比重０
．３、両者の容積比が６：４であるので、計算上、爪先側靴底の材料のみによる靴底と比
較して靴底において２６％重量削減したことになる。
【００２０】
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　以上本発明の屈曲の良い靴を説明したが、靴底の耐磨耗性や滑り止め性を向上させるた
めにその接地面に別素材を張り合わしたような形態であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】甲被部の斜視説明図。
【図２】甲被部に爪先側靴底を射出成形によって接合一体化した未完成靴体の斜視説明図
。
【図３】本発明の屈曲性の良い靴の斜視説明図。
【図４】Ａ－Ａ線端面説明図。
【図５】踵側靴底の形状を説明するために幅方向で半裁した踵側靴底の斜視説明図。
【図６】中底布と甲被との縫着の形態を説明するためのＢ－Ｂ断面説明図。
【符号の説明】
【００２２】
１　　屈曲性の良い靴
２　　未完成靴体
３　　甲被部
６　　爪先側靴底
７　　踵側靴底
２１　縫糸

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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